
[4] 宿泊のホテルにて

( ) 午後 時すぎ、相馬市の松川浦「ホテルみなとや」 に着き、1 4 ( - - )Tel.0244 38 8115

休憩。すぐ海に面したホテルで、津波の被害は大きかったが、再建。 泊 食1 2
付き で、 円。松川浦は、砂州に囲まれた海を中心にした風（ 食とも豪華）2 8400
光明媚な海岸であったが、東日本大震災と津波で壊滅的な被害。

( ) 時から、福島生業訴訟・原告団の原告 との交流会議。2 5 （ 名）7

（▲福島生業訴訟の原告の方々）

( 交流会議で自己紹介など）

▼

( ) その後、食事をしながらの交流。3
地元漁民の「のりこ の婦」（乗組員）

人 名も参加。水産物の放射能汚染3
などについても意見交換。

（ 全員で記念撮影）

▲

（▼ 月 日の朝 「ホテルみなとや」の11 27 、

全景。左側はすぐ海で漁船が繋留）

（▲ホテル前で壊れた船の撤去作業）
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[5] 相馬市へ

( ) 月 日（水）は、相馬市、飯1 11 27
舘村へ行く予定で、まず、相馬市か

（福島生業訴訟のら。 時、中島孝さん9
のガイドで、相馬市の漁港原告団長）

を見学。漁港と市場は地震と津波で

1ほとんど破壊された。市場の建物は

。 、棟だけ残っていた その先では現在

（壁の平瓦の目地に漆喰を「なまこ壁」

のかな盛り上げて塗る土蔵などの様式）

り大きな漁具置き場が何棟も建設さ

（▲建設中の漁具置き場が何棟も見える。れていた。漁具置き場にしては、少し

車中より）立派すぎる印象。

( ) 港を訪れたときは、たまたま、小2
型漁船がワタリガニなどの水揚げを

していた。しかし、浅海の水産物は

放射能汚染のために流通には回され

、 。ないので 漁民が持ち帰るとのこと

底引き漁船の方は、週に一回だけ、

試験操業として出漁し、水産物は流

（ただし、一部は放射線検査にま通する

。わされる）

（ 水揚げされたワタリガニなど)

▲

( ) 時半から 時半にかけて、相馬市大野台にある仮設住宅へ。広い工業団3 10 11
地の中に、避難元の地域ごとに別れて仮設住宅が集中していた。飯舘村から避

難している佐藤襄二さん から、仮設住宅の暮らしや、補償金をめぐ（自治会長）

。 、 、 。る問題などの話を聞く 佐藤さんの奥さんは つい最近 亡くなったとのこと

話を聞くのがつらい。

（▼左端でこちら向きが佐藤さん）
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4 11 NPO( ) 時半、相馬市の「浜通り農民連」の事務所へ。農産物供給センター

法人「野馬土」にて、農業の課題と取り組みを聞く。米の全量検査の様子を見
の ま ど

学した。

（ 米袋に貼っ

▲

てあるシールの

コードを携QR

帯電話などで読

み取ると、イン

ターネットに接

続し、その米の

識別番号、放射

線量＝検出値未

満、などが分か

る）

（▲アームの付いた機械で米袋ごと持ち上げ、コンベアに載せて左奥の検査機をくぐらせる）

また、持ち込みの農産物の放射能検査も受け付けていて、検査室が設置され

ていた。

直売所では、放射能検査済みのバーコードが付いた米、野菜などを

販売。その後、交流施設にて昼食。中島ストアの仕出し弁当をいただ

いた。

相馬市の浜通り農産物供給センター（浜通り農民連 [農民運動■野馬土…
の ま ど

全国連絡会]）に接してできた“ふれあい広場 。 年 月設立。安心・” 2012 12
安全を生産者から消費者の手へ渡せる直売所と、いろいろな人々が集える

場所としてカフェなどを併設。

浜通り農民連のメンバーは、南相馬市小高区の方が多く、津波被害と原

、 。「 、発事故のため 大きな被害を受けた またいつか自分の土地に帰ったとき

また農業をしたい」ということで、 相馬の地で『野馬土』を始めることに

なったという。なお、今回お世話になった「被災地フクシマの旅」実行委

員会の事務局も、ここにおかれている。
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( ) 午後には、相馬市にある障がい者5
施設「ひまわりの家」を訪問。この

施設を運営されている村松えみこさ

んから、震災などの避難所生活は、

障がい者の健康を悪化させることな

、 、ど 震災と障がい者の生活について

話を聞く。

現在、知的障がい者のグループホ

ームを 軒、運営。認知症のグルー9
プホームと異なり、知的障がい者の

グループホームには、政府などの補

助がないとのことを初めて聞く。障

がい者の健康と生活のために奮闘中

の様子がわかった。

（ 「ひまわりの家」の案内パンフレット）

▲

[6] 飯舘村へ
いいたてむら

( ) その後、全村避難中の飯舘村へ。飯舘村は「日本で最も美しい村連合」に加1
20 50入する自然に恵まれた村 しかし 現在はほとんどが居住制限区域。 、 （年間 ～

。ただし、特別養護老人ホームと、避難を拒否している一部住民ミリシーベルト）

は居住している。飯舘村役場、全村避難の日以来子どもの来ない小学校、帰還

困難地域 で立ち入り禁止の長泥地区の入口などの案内（同 ミリシーベルト超）50
なが どろ

は、渡辺勝義さん 。（相双地方労働組合総連合 [相双地労連] の事務局長）

（▼飯舘村役場前。ただし、役場機能は、現在 （▼役場前の線量計。電光掲示は上の段が

福島市内に移転している。左はガイド役の 小数点以上、下の段が小数点以下を示

新妻さん） す。 マイクロシーベルト 時）0.50 /
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( ) 長泥地区への入り口では、落ち2
（空間線量では葉のたまった地面で

、 マイクロシーベルト 時ない） 11 /

（ × 時間× 日＝ ミリシーベ11 24 365 96

を超える高線量を記録。ルト 年）/

、京都から持っていった線量計では

計測限界を超えた。道路を封鎖し

たところでは、若い人が監視で働

いていた。

（ 封鎖されている長泥地区の入口)

▲

（▲行き止まり。ガードマンが警備） （▲左：京都から持参の線量計は を表示。9.999

右：地元の渡辺さんの線量計は ）11.59

…いわゆる平成の大合併として市町村合併が促進され、小さ■日本で最も美しい村連合

2005くても素晴らしい地域資源や美しい景観を持つ村の存続が難しくなって来た時期（

年）に結成された 法人。失ったら二度と取り戻せない日本の農山漁村の景観・文NPO
化を守りつつ、最も美しい村としての自立を目指す運動を進めている。

…放射線の年間積算線量が ミリシーベルトを超えるおそれがあり 年■居住制限区域 20 （

）、 。間 ミリシーベルト超～ ミリシーベルト以下 引き続き避難の継続を求める地域20 50
年 月 日から「避難区域」が再編されて、設定された 「除染を計画的に実施し2012 4 1 。

て、基盤施設を復旧し、地域社会の再建を目指す」とされている。住民は区域内へ夜間

【地図→ 】を除いて出入りすることができる。 p.14

…放射線の年間積算線量が ミリシーベルトを超え、 年間経過して■帰還困難区域 50 5
。 「 」も ミリシーベルトを下回らないおそれのある地域 年 月 日から 避難区域20 2012 4 1

【地図→ 】の再編で設定された。一時帰宅などの出入りが制限されている。 p.14
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福島県内の「避難区域再編 （ 年 月 日から）[参考] 再編された避難区域 」 2012 4 1

[ 年 月 日現在]2013 8 8
[福島民友新聞社の より]Web
みんゆう 避難区域再編・ 帰還困難 「居住制限 「避難指示解除準備」区域Net 「 」 」

[7] 帰 路

時半、飯舘村を離れる。 時半頃、福島駅着。福島駅周辺で、 名揃って夕4 5 12
食をとった。ここで、報告集をつくろうという話が出る。夕食後、福島県や埼玉

県から参加した 名と別れる。2

10 20 00 28京都や大阪方面の高速バス組 名は、 ： に福島駅東口発。車中泊。翌

日、京都駅八条口着 ： 頃。帰りは事故もなく東名高速を通ってきたためか、06 10
予定の時間 ： より早く到着した。そして、 名解散。 名は大阪まで。06 23 9 1
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参加した12名の感想■

…京都府京丹後市 山根 義夫[1] 福島生業訴訟原告団との交流ツァー参加感想記

“カリカリ置場”って？

最初、福島でこの言葉を聞いて 「仮、

置場に行くまでの仮の置場の事です 」。

と聞くまでピンとこなかった。放射能汚

染廃棄物の処分地が決まらないまま、仮

置場への収容待ちのための“仮々置場”

のことだとは！

後手後手で最近になって言い出した制

“ ” 、御不可能大懸念の 地下水汚染 と共に

正に日本の原子力行政の実態を象徴する

言葉だと思います。

（▲放射能測定装置。相馬市の『野馬土』にて）

原発事故以来、東電の欺瞞やマスコミ報道の不十分さを痛感して来ましたが、このツァ

ーに参加して、放射能汚染避難地の荒廃ぶりや仮設住宅団地での諸問題、行政の補償金差

別や諸対応貧困の問題などなど、想像外の実態を色々多々知りました。

除染は業者の儲けにはなっても 「 除染”ではなく“移染”に過ぎず」の声を聞いた、“

事があり、現地の状況を見て、さも有りなんと実感しました。

そして「行政は山林の除染はしないと決めている 」とも聞きました。ならば今後、セ。

シューム等放射能の有る物質が、山林から流れ出て溝・水路・河川に濃縮され、流れ流れ

て河口に、そして塩分効果で沈殿し続けます。

原発爆発の後、何カ月後だったか、東京アスハルトジャングル故に早々と流れ来た東京

湾江戸川河口の泥から、異常な量の放射線が観測されました。生物の食物連鎖がその濃縮

を尚重ねます。だからかなりの地域の河口海産物も心配になります。その放射線軽減のた

め、溝・水路・河川・河口の除染も、山林の下流はアスハルトジャングルの下流の場合よ

りも遅れて、何十年間も除々染・除々々染と、回を重ねる事が必要になる可能性大と考え

なきゃなりません。

“仮々置場”や“地下水汚染”が、もっと話題沸騰して『 年の新語・流行語』に2013
“じぇじぇじぇ”には及ばなくとも、本来なら上位ランクに有って当然の言葉です。

首相がオリンピック誘致の為に「地下水汚染は制御出来ている」と公言しましたが、実

際は地下水汚染が制御できておらず、放射能汚染廃棄物（核のゴミ）の全てが、最終処分

場も未だ無く過渡的で、制御出来て居るとは言えない状態なんですから ・・・。韓国が、

東北産海産物の輸入禁止を決めたと言うことは、事に因ったら、様々な放射能汚染とその

対応策不十分を理由に、オリンピック開催国の再検討にさえ、なりかねない事態なんです

から ・・・。、
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尚 “仮々置場”や“地下水汚染”等の言葉は『新語・流行語』を舞台に、政府やマス、

コミの発信する情報の、透明性の程度を図るバロメーターでもあると、僕は思います。

そして秘密保護法によって、これらの言葉さえ使えば罪に問われることに？治安維持法

下での“反戦平和”や“生きて帰れ”の言葉だって弾圧されたんですから ・・・。、

------------------------
趣味にしている 川柳と狂歌ができました。

除々染で 仮々々の 置場要る

後手後手の 地下水汚染 止められず

五輪会場に タンク列の夢

…兵庫県神戸市 前田 芳徳[2] 原発被災地を訪ねて

福島駅から見える磐梯山は、雪をかぶっていた。東北の冬は早い。バスの中で地元の人

が 「磐梯山のきのこも、ダメらしいよ」と言う。、

原発から ｋｍ、全村避難にまで汚染された飯舘村。昨年の避難区域見直しで、唯一50
帰還困難区域として立ち入りが禁止されている長泥地区に向かう。山はクヌギが中心で、

落葉真っ盛り。ここの自然は、縄文の原風景を想像させる。

長泥地区に続く道路に、通行止めのゲ

ート。空は晴れ、晩秋の山が広がる。神

戸の里山と変わらない。道路わきの落ち

葉の上に線量計を置いてみる。 マ11.46

イクロシーベルト 。年間放射線量に/ 時

換算して、 ミリシーベルト。とて100.38
も人の立ち入れる場所ではない。

放射能には色も匂いも無い。線量計が

無ければ全く分からない。しかし放射線

（▲飯舘村の長泥の入口にて。 を表示）は、無数に体を貫いて染色体を破壊して 11.46

いる。放射能汚染の厄介さ、恐ろしさに気付かされた。

飯舘村役場前の空間線量が マイクロシーベルト 。年間線量に換算して ミ0.52 4.55/ 時

リシーベルト。

長泥を除く飯舘村は立ち入りは出来るが、住むことはできない。雑草に覆われた田畑が

、 。 、 。続き 見える家並みも人は住んでいない 立派な学校も現在廃校 校庭に草が生えている

穏やかな丘陵に広がる生活の跡が、きれいな村だったことを教えてくれる。

村民の ％が 「戻らない 「戻りたくても戻れない」と答える。戻りたいのはほとん60 、 」

ど 歳以上の老人。若者は帰らないといっている。放射能を考えれば、小さな子どもが60
いたら私もそうするだろう。

一度放射能に汚染されたら、村が元の姿に戻ることが如何に絶望的なことか。
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仮設に避難している飯舘村の人の話を聞いたが、現在も村民は先の見えない苦難の中に

放り出されている。

このたびのツアーで、津波に襲われた南相馬市の浦尻、小高区、希望の牧場、ひまわり

の家、仮設の避難所、農民連事務所を訪ね、現地の人の話を聞くことが出来た。宿舎で開

かれた「生業訴訟原告団」との交流を含め、多くの現地の人の声が聞けた。充実したツア

ーであった。準備してくださった「生業訴訟原告団」に感謝したい。

話の中で、金の力にゆらぐ人間の性、貧しさに付け込む変わらぬ権力者の手口、被災者

間の軋轢など、生身の人間の現実と苦闘する生業原告団の報告があった。反原発の現地に

共通の問題なのかと思う。

生業訴訟団の人々が元気で力強く、ハツラツとしておられるのに感銘を受けた。貧しさ

ゆえ満蒙開拓団や出稼ぎを出してきた福島独特の、闘いの歴史でもあるのかと想像したほ

どだ。見習いたい。

生業原告団はガイドブックを作り 「福島を見に来て欲しい」と要請している。ただ、、

若い女性には呼びかけないという話であった。還暦を過ぎた私のようなものには、放射線

の影響は少ない。中高年の皆さん、ぜひ福島を見に行って欲しい。お勧めです。

…福島県須賀川市 上坂 保太郎[3] 原発被災地を訪ねて

はじめに

まず、最初に自己紹介をさせていただきます。私は最初 年間を京都で過ごした後、28
東京で 年すごし、 年前に福島に移りました。現在郡山市の南にある須賀川市に住ん26 16
でいますが、仕事も定年になったので、そろそろ子どもたちの近くである東京に引っ越そ

。 、 、 （ ）うかと考えています 今回 大飯原発差止訴訟原告団団長であり 学生時代 大学教養部

に同じクラスであった竹本修三氏より、今回の見学会に参加しないかとの誘いを受けて、

震災後の浜通りの状態を全く見ないまま福島を離れるのは残念と思っていたところだった

ので、喜んで参加させていただきました。なお、残念ながら福島第一原発から の地58km
域にある拙宅は、かなり放射線量の高い地域にあり、庭での値は 年 月 日現在で2013 12 6

～ マイクロシーベルト （土の上では ～ マイクロシーベルト 、コ0.19 0.61 0.35 0.61/ /時 時

ンクリート上で ～ マイクロシーベルト ）です。ちなみに 年 月時点で0.19 0.36 2011 10/ 時

は ～ マイクロシーベルト でした0.64 2.08 /時

津波痕

志賀さんに案内していただいた避難指示の出ている南相馬市小高区で、復興が全く行わ

れていない状況をみました。このことは報道により承知していましたが、防波堤の崩れた

あとや志賀さん宅での津波の痕などを実際にみると、自然の力の大きさに改めて恐怖の念

が生じました。浜岡原発でのように防潮堤を高くすることにより安心しようとするのは非

常に危険と感じました。
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懇親会

福島原発訴訟団のお一人が福島で漁業が解禁になってもはたして消費者が福島の魚を買

。 、 、 、 、 、 、うかと心配しておられました 現在 東京のスーパーにいくと 宮城 新潟 群馬 茨城

栃木など近隣諸県の米は棚に並んでいますが、福島の米だけは見られません（震災後新米

がでまわるまでは並んでいました 。ま）

た、私の住む須賀川市はキュウリの産地

として全国で ％以上の生産量を誇っ50
ていましたが、震災後は東京ではほとん

ど見なくなりました。残念ながら、福島

のものは当分福島県民が消費するしかな

いのかと福島の友人と話し合っていま

す。

のりこ のご婦人連のお一人が 私「 」 、「

はこの環境の中で孫を育てている」と叫

ぶように言われました。それを聞いて、

（▲相馬市の『野馬土』農産物直売所にて）私の郡山在住の若い友人のことを思いだ

。 。 、 。しました 彼は郡山市の職員で除染を担当しています また かわいい５才の娘がいます

彼の家も放射線量の高い地域にあるようですが、彼は「 ミリシーベルト までは大20 / 時

丈夫なはずだから」と自分にいいきかせるように話をしていました。彼も立場上そう思い

込まざるを得ないのでしょうが、内心は不安を抱えていると思います。福島で、子供を持

つ人と話すと皆非常な不安を抱えています。ただ、自分も奥さんも福島で仕事を持ってい

るなど、福島から逃げられない人がほとんどです。懇親会の席上、福島原発訴訟団のお一

人が「年寄だけの家庭は、放射線量などあまり気にしないが、子供を持つ人は不安を抱え

ている」といわれましたが、事情は中通り（海岸に近い側は浜通りと呼ばれています）も

同じです。震災後、拙宅の近くでは外で遊ぶ子供は非常に少なくなり、子供の姿は登下校

時以外にはあまり見かけなくなりました。これは現在も続いています。

仮設住宅での懇談

福島県中通りでは、拙宅のように放射線量のかなり高い地域では、近々除染が始まるこ

とになっています。その際、除染で出たゴミは各自の庭に穴を掘ってそこに埋めるという

説明を受けています。そこで、今回飯舘村仮設住宅の自治会長さんとの懇談の際に除染で

出たゴミの置き場をどうされるかをお聞きしました。仮置き場を置くことになっているが

場所についてはいろいろ議論があり未定ということで、やはり我々も各自の庭に埋めてお

くより仕方ないかと納得しました。

飯舘村

飯舘村中心部に近づくにつれて放射線量の値が高くなったが、村役場の前では マ0.52

イクロシーベルト と拙宅にくらべて少し高い程度であると感じていました。しかし、/ 時

車が長泥地区との境界に近づくにつれ、線量計の値はぐんぐんあがり、ゲートの前の枯草

、 。の直上で マイクロシーベルト ｍ上で マイクロシーベルト を記録しました11 1 6/ /時 時

驚いたのはそのゲート前におられたまだ 代と思われる保安員の存在でした。一方、先20
日のテレビでは 号機のプールからの使用済燃料の運びだしのシーンを放送していまし4

た。そこに映っていた線量計は ミリシーベルト （ マイクロシーベルト ）を0.08 80/ /時 時

- 18 -



示していました。また、原発構内の屋外でがれきの処理にあたっていた人々がおられまし

たが、その場所は数百マイクロシーベルト でした。このような異常な高線量下で働か/ 時

ざるを得ない人々に申し訳なさを感じるとともに、こういうところにわれわれ老人をうま

く活用出来ないかと思います。

そのほか

大飯原発訴訟団の事務局長吉田明生氏によると、参加者募集段階で一原告より「汚染の

ひどい福島に人を送り込むような企画をなぜされたのでしょうか」というメールがあった

ということです。その汚染のひどい地域に住む福島県民の一人として、大飯原発訴訟原告

団の中からこのような言葉がでてきたのは大変残念であり、悲しい気持ちがします。さき

にも述べましたように 福島の農産物が福島内でしか売れない状況を考えあわせると 棄、 、「

民」という言葉が浮かびます。原発事故直後は、東京で福島ナンバーの車へのガソリン給

油を拒否されたことがあると聞いています。そのようなヒステリックな状況からは少しは

落ち着いてきたと思いたいのですが、充分改善されているとは思えません。このような中

非常に苛酷なスケジュールの下、福島まで来ていただいた皆様に感謝するとともに、これ

からぜひ福島の産物の宣伝をしていただければと願っています。

…京都府城陽市 竹本 修三[4] 弾丸ツアーで思ったこと

「福島は寒いよ！」と多くの人に言われてたくさん着込んでいったが、 月末の福島11
は京都より暖かく、日差しも穏やかであった。現地で出迎えてくれた人達の心も暖かかっ

た 「着膨れのおろかなる影曳くを恥づ（久保田万太郎 」という心境である。。 ）

今回の「弾丸ツアー」に参加して、福島の現状を実際に目で見て耳で聞くと、これまで

活字や映像で理解したつもりになっていたものとはまったく違っていた。福島第一原発の

事故後、 年半も経っているのに、とても収束しているとは言えず、未解決な問題が山積2
していることがよくわかった。老骨には体力的にしんどかったが、得るところの多い有意

義なツアーであった。

古希を過ぎた私は、多少間接被爆を受けようが自分自身はあまり気にならないが、孫の

世代が今回福島の子供達が味わったような苦労を今後強いられるようになることは断じて

許せないと強く思った。

月 日に飯舘村から相馬市に強制11 27
避難させられている方々の仮設住宅を訪

問した。仮設住宅は 年を目途に生活す2
ることを想定しているため、間取りは狭

く、基礎がしっかりしていなくて隣との

間仕切りも薄いため、隣で子供が飛び跳

ねると、その振動や音がモロに伝わって

来るという 仮設住宅の自治会長は こ。 、「

（▲相馬市大野台の仮設住宅にて。説明は佐藤さん）こに来て既に 年になるが、あと何年こ2
こに住まなければならないかわからない」と肩をすぼめて言った。私はこの頃「終活」を
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考えていて、家族には「病院では死にたくない。最後は家のタタミの上で死にたい。無駄

な延命治療は頼むな。もう駄目だと言われたら、病院から家に連れて帰ってくれ」と言っ

ている。しかし、福島原発事故による放射能漏れのために、心ならずも自宅に住めなくな

って仮設住宅で暮らすことを余儀なくさせられた人々の生活を目の当たりにして 「仮設、

住宅で死ぬのなら、病院の方がまだましか…」と思った。仮設住宅で奥さんを亡くされた

と聞く自治会長さんも私と同じ心境ではなかろうかと勝手に想像した。

原発の過酷事故は、何も悪いことをしていない周辺の住民の平穏で慎ましい暮らしを根

こそぎ奪ってしまった。経済的な面ばかりではない。人間性をズタズタにしてしまった。

強制避難地域から無理やり仮設住宅に移された人達は、一応補償を受けていて当面の生活

、 、は心配ないかも知れないが 仮設住宅を受け入れた市町村でその近くに住んでいる住民は

そのような補償を受けておらず、仮設住宅の住民が働かずに昼間から酒を飲んでいるのを

見ると快く思わない。仮設住宅の住民にしてみれば、自分達が望んでここに来たわけでは

ないし、酒でも飲まないとやりきれないという思いがあるであろう。どちらにしても面白

くない。

また、強制避難地域の近くの同じ街に住んでいる住民同士でも、漁業を生業としている

人は汚染された海に漁に出られないから補償をもらっているのに対して、そこで小売業を

営んでいる人には補償がないとすると、お互いの関係がギクシャクしてくる。さらに、強

制避難地域から他の地域に避難している人達には補償があると思うが、強制避難地域以外

から自主避難している人達には十分なケアーがなされていないのではなかろうか。

強制避難地域の線引きは、いわば便宜

的なものである。炉心がメルトダウンか

らメルトスルーに達した現状は 「チャ、

イナシンドローム」の世界である。この

状態で放射能に汚染された地下水を封じ

込めるのは至難の技であろう。メルトス

ルーした炉心がこの先、大地震の揺れな

どで、どうなるかもわからない。また、

いま進められている核燃料棒の処理につ

いても不安がつきまとう。そんな状況を

見ていると、子供の将来を考えて、強制

（▲南相馬市小高区にて）避難地域以外からでも避難したいと考え

る人がいて当然である。福島原発の事故

は、人間が人間らしく生きていく「基本的人権」を奪ったのである。国や東電は、その償

いをしっかりしなければならない。最近各地ではじまった避難者の原発賠償訴訟が問題解

決につながってくれればよいと考えている。立法や行政が頼りにならないいま、司法にま

で見捨てられては立つ瀬がない。

私は一人の地球物理学者として、福島第一原発の事故が例外中の例外の極めて特殊なケ

ースであったのではなく、地震国ニッポンに設置されている全ての原発が同様な事故を引

き起こす可能性を含んでいると考えている。それに、ハイテクの粋を集めたはずの原発で

あるが、それを扱うのは人間である。立っていられないほどの激しい地震動に襲われたと
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きなど、人間は訓練時のように冷静に対応できず、操作ミスをしてしまうことは、福島第

一原発の事故調査報告を読んでも明らかである。

福島第一原発事故の強制避難地域が現在の範囲で済んでいるのは、事故後も現場に残っ

て対応業務に従事した約 名の作業員の献身的な努力によるところが大きいが、偶然も50
放射能漏れを少なくする方向に作用した。一歩間違えば、東京まで避難地域になったかも

。 、 、知れないのだ こんな危険な原発が稼働していると不安でたまらないので わたしはいま

大飯原発差止京都訴訟の原告団に加わっている。

ひとたび事故を起こせば、人間性を損なうだけでなく、地球上の生物の存続をも危うく

する全ての原発をただちに廃止に追い込まなければならない。今回の福島ツアーに参加し

て、その思いを一層強くした。

…京都府京都市 吉田 明生[5] 福島交流ツアーに参加して思うこと

福島交流ツアーの企画が出てきて、大

飯原発差止訴訟の原告に参加を募った段

階で、原告の中からは、放射能汚染の福

島に行くようなことは止めて欲しいとい

。 。う意見もあった お気持ちはよく分かる

僕自身は、リスクと見学を天秤にかけて

後者を選んだ。

弁護団から初めて聞いたことだが、

年に福島第一原子力発電所が過酷事2011
故をおこすまで、環境基本法では、放射

（▲耕作されない農地。車中より）能汚染は枠外に置かれていた。放射能汚

染は、原子力基本法などに任せてあって、こちらの法律では、安全神話によって原発事故

。 、 、 、 、は起こらないことになっていたわけだ 環境基本法では 大気汚染 水質汚濁 土壌汚染

騒音、振動、地盤沈下、悪臭という典型七公害だけが対象となっていて、環境基準の設定

や環境基本計画の策定などをすることになっていた。回復不能なほどの深刻な大気汚染、

水質汚濁、土壌汚染をもたらす放射能汚染が対象外であったとは、信じがたい。

原発事故の後、環境基本法が改正されて、放射能汚染も対象となったが、環境基準など

は設定されていない。そのせいか、 ミリとか ミリとか ミリ（シーベルト 年）とい1 5 20 /

った数値があちこちから出てきて定まらない。自然界に多少の放射能があるといっても、

原発事故由来の放射能汚染は「たいしたレベルではない」どころか、脱原発によってゼロ

にできるものである以上、ゼロをめざすべきだと思う。

現在の政治、原発事故に対する政治の対応は、残酷なものだ。中通りといわれる福島市

でも、原発による汚染は、明らかだ。しかし、 万人近い福島市民を避難させるとなる30
と、その数も多い上に、東北新幹線、東北自動車道まで閉ざさざるを得なくなる、という

ことで 「現実的でない措置」は採用されることなく、基準の数値の方をいじることにな、

る。基準の数値を現実に合わせるのだから、新たな問題はおこらなくなる。こうして、福
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島市、いわき市、郡山市など 「比較的汚染の程度の低い」地域の住民は、捨てられるこ、

とになる。こうした地域から「自主避難」した人々は、避難した各地で苦難の道を歩んで

。 、 、 。いる 訴訟に立ち上がる被災者が出てきて 裁判が始まっているのは 当然の流れだろう

福島駅からバスで浜通り方面に向かう途中、中山間地の田畑は耕作が放棄されて荒地に

なっているところが目立った。人が暮らすことができなくなった地域はなおさら、多くの

田畑はうち捨てられたままだ。非日常の世界も、時間の経過とともに見慣れた光景になっ

てしまうのだろう。あまりにも日常になってしまった荒地の風景は、新聞などマスコミで

は改めて報道されることがない。うち捨てられた田畑に、農作物が栽培される日は、もう

決して来ないのではないかと、暗い気持ちになった。確かに、今回の福島交流ツアーは、

ダークツーリズムであった。

、 。福島原発の事故以来 農産物や水産物など食品の放射能汚染が大きな問題になっている

今回、見学に行った農民連の施設では、米の全量検査を始め、安心で安全な農産物の供給

に力を入れている。交流した漁民のお母さんたちは、安全性を強調していた。確かに皆、

努力している。それでも、原発事故由来の放射能をいっさい拒絶したい、拒絶すべきだと

いう立場もあって、そこにも道理がある。

そしてまた、別の問題もある。確かに放射能汚染は大きな問題であるが、産地の偽装、

数々の添加物、残留農薬、遺伝子組み換え作物など、農産物や加工食品をめぐる問題はあ

まりにも多い。問題を拡散させる意図は全くないが、同質の問題が数多くあることも事実

だと思う。

人の生命や健康よりも、効率的な農作物栽培、高利潤をあげるための食品生産をめざす

道は、原発の存続をめざす道と重なるように思われる。

帰りの夜行高速バス乗り場、福島駅前は、何ごともなかったように光り輝いていた。し

かし、その明かりはすべて、原発に由来することのない電力であることが、被災地・被曝

地福島にとってせめてもの救いだと思った。たかが電気をつくるために、原発なんかを使

うことはないのだ。

…埼玉県さいたま市 伊豆野 潔[6] ツアーの経験をバネに

私は東京の出版労連・出版情報関連ユニオンに所属しています。したがって原告の一

人にはなっているものの、大飯原発差止訴訟にはほとんど貢献できていません。にもか

かわらず、原告団の福島ツアーに誘っていただき、貴重な体験ができたことに感謝して

います。いくつか絶対に忘れないであろうことを書いてみたいと思います。

日福島駅前から 時間ほどかけて常磐線の原ノ町につき、バスを降りたとき最初に26 2
目に入ったのが、シャッターが下りたままの 広文堂という看板をかけた書店さんBooks
でした。私は取次という書店さんに出版物を卸すところで働いていたので、いきなり大

地震のために廃業されたと思われる書店さんを見てショックを受けました。
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「 」津波の跡がそのままの人家や海岸の荒涼とした風景を見た後の浪江町の 希望の牧場

3では、牛はゆったりと餌を食べ、美しい牧場風景が広がっている。しかし現在も線量は

、 （ ） 。マイクロシーベルト 時ほどあり 牛は原発事故の生き証人 牛 として生かされている/

代表の吉澤さんの「原発反対運動をやってきたのに、原発の被害者になり、悔しくてな

24らない 浪江町は捨てられた 仮設でみんな折れてる 仮設で人生終えていいのか」「 」「 。 」「

時間輝く渋谷と、チェルノブイリと化した福島」などの痛切な言葉が頭に刻み込まれま

した。

その後に訪れた避難解除準備区域の南相馬市小高区は、多少の車は走り、国 自治体or
に半ば強制されて営業している信用金庫などがあるが、ほぼ無人の町。じわじわと得体

のしれない恐怖感に襲われてくる。

ホテルでの生業訴訟の人たちとの交流では、 年に福島第一原発の建設差し止め訴訟75
を行った方の貴重な話を伺うことができたことが印象に残りました。

日は飯舘村の人たちが避難している相馬市大野台の仮設住宅での自治会長さんの話27
が、強く印象に残っています。イヤホンをつけて を見ているといわれたので質問するTV
と、壁はベニヤを打ち付けただけで隣の話声などはすべて聞こえるとのことです。もと

もと仮設の寿命は 年であり、ガタがきているところも多く、夏は暑く冬は寒いとのこ2
と。奥様を仮設で肺炎により亡くされたとのこと。肺炎になったのは仮設のせいとはお

っしゃられなかったが、胸中は察するに余りあります。国の無策に暗たんたる思いと強

い怒りを感じざるを得ませんでした。

飯舘村は非常に美しいところで、一見豊かな農村に見えます。もちろん放射能がなけ

ればですが。

居住制限区域であるが、除染も終わっ

ていて空間線量は マイクロシーベル0.5

ト 時である町役場のある中心部から、/

帰還困難区域である長泥に向かうと、線

量計の数値はだんだん上がっていき、車

内でも まで上がる。3.15

、 、頭は危険だ 危険だと言い聞かせるが

周りの風景は相変わらず美しく、皮膚感

覚では全く怖くない。ただ線量計の数値

が上がるだけだ。何とも奇妙な感覚に陥

（▲飯舘村の帰還困難地域、長泥の入口）ってしまった。

この線量計だけが危険を知らせて、皮膚感覚では何の危険も感じないというところに

放射能の怖さが、原発がここまで拡大したことの怖さがあるのだと頭ではわかっている

のだが。この経験はずっと忘れることはないでしょう。

わたしが活動している出版労連原発問題委員会は『まだ、何もはじまっていない 『私』
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たちは、忘れない』という小冊子を発行しました。今回のツアーで「まだ、何もはじま

っていない」福島をこの目で見、感じることができました。

原発を推進してきた国と電力会社はこのような過酷な現実があるにもかかわらず 「福、

島原発事故の経験を生かした世界最高水準の技術」という詭弁で、原発の再稼働と輸出

を推し進めようとしています。許されることではありません。このツアーで経験したこ

とを決して忘れず、すべての原発の廃棄まで皆さんと共に頑張ろうと思います。

…兵庫県神戸市 高島 美智子[7] 福島交流ツアー感想文

* 私の放射線量のうけとめ方について *

月 日夜、相馬市松川浦「ホテルみなとや」での現地の生業裁判原告団や漁師の母11 26
ちゃんたちとの会食の席で、訪問団の一人が「放射能で汚染されている福島へ若い人を連

れてくるのは問題があると言われた」と発言したことに対し、漁師の母ちゃんが「私らは

政府の言うことを信じて孫とここに住んでいるのに失礼でねえか」と不快感を表され、そ

れに対し、一同の間で、意見の相違をめぐって議論がありました。

私はその場では気後れして発言できませんでしたので、この機会に述べさせていただき

ます。私には、 歳から小 までの孫が 人います。その子らに放射能で汚染された未来2 5 4
を残してはならないという気持ちで反原発運動をしています。これは私のライフワークだ

と思っています。私は事情が許すならば、福島県を中心とした放射能汚染地域には人は住

むべきではないと思います。福島に生まれ育った人々にとっても、日本にとってもかけが

えのない地であることを考えると断腸の思いです。いったいどの範囲までが危険かという

ことはわかりませんが、持てるだけの情報をもとに、自分の感受性を信じて、放射能を恐

れていくつもりです。後世に悔いを残さないために。現在の科学では、人体に与える影響

はほとんどわかっていないと思います。

広島やチェルノブイリでは、何十年か

後に影響が出てきているし、子孫にまで

影響があることが推測されます。放射能

は見えないし、におわないし、感じない

から、自分で知識を増やし、感受性を持

ち続け、鈍感になったり、無関心になっ

たり、慣れてしまってはなりません。除

染には何年もかかり、限界があります。

廃炉作業には膨大な年月がかかるし、危

険もいっぱいあります。放射線漏れ隠し

もあることでしょう。

（▲飯舘村役場の前にて。奥、説明は渡辺さん）放射能汚染地域に住まざるを得ない人

や、その地域に住むことに危機感を持たない人や、子どものために県外に避難した人の間

に分断がありますが、それらの人々は被災者なのですから、お互いに反目しあうのは悲し

。 、 、 。 、 、 、いことです お互いの立場 意見 感性を尊重してほしいと思います 政府 東電 学者

企業は住民の健康、いのちを最優先にして正しい情報を出し、放射能の低い他地域への移
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住のためのあらゆる援助（住宅、仕事、生活保障）を尽くすべきだと思います。ふるさと

に代えられるものはないし、漁業、農業など地元でしか成り立たない仕事は、完全に復旧

するのは不可能でしょう。ロシアのように広い国土がないので、移住する場所もないでし

。 。 、ょう ここまで書いて自分が絵空事を言っている気がして空しくなりました 国と東電は

なんという取り返しのつかない事故をおこしてしまったのでしょう。

福島交流ツアーでお会いした現地の方々（中島孝さん、新妻慎一さん、村松孝一さん、

志賀勝明さん、佐藤襄二さん、村松えみこさん、渡辺勝義さん）やツアー参加者の皆様か

ら私は強い印象を受けました。皆様、やさしくて強い。襟を正される思いです。私も毅然

と原発と闘いたいと思いました。

…兵庫県神戸市 前田 依理子[8] 福島ツアーに参加して

大飯原発差し止め訴訟原告団の一員として、このたび福島ツァーに行くことができた。

現地を案内してくださった生業訴訟団の方の言葉の一つ一つが胸に残り、また案内された

場所を通して、いろいろ勉強させていただいた。これまで「福島を忘れない」と決意のよ

うに関電前で叫んでいたが、忘れることができない福島との出会いになったのは、ツァー

に参加できたおかげだと思う。

（▼相馬市大野台の紅葉）

はじめて訪れた福島は、雨ではなく木

の葉が降っていた。

道の上にも田んぼにもたくさんの木の

葉が舞い上がり、降り散る様子はとても

きれいだった。きれいなところだったん

だなと思った。放射能には色も匂いもな

いから、今も変わらず景色は美しい。地

元の人々には自慢の自然だったにちがいない。他に変えることのできない故郷にちがいな

い。

「ここではおいしいきのこがとれました。いえ、今もいっぱいあると思いますが、決し

て食べられません 」。

耕作はされず草だらけの田畑がひろがる。家々の静かなたたずまい。

「一見、変わらない景色に見えますが、今ここにはだれも住んでいません 」。

「学校です。使わないとこのようになるのです 」淡々と言われた現状の説明。。

繰り返された案内の方の声の調子が、耳の底に残る。

そして津波の被災を受けた地区。

「今日みなさんが、泊まられる みなとやも 津波の被害をうけました。そして復興し

てお客を泊められるところまできたのです。ですが、このあたりは手付かずです。原発の

せいで、放射能のせいで、何も進んでいません 」。

「東電は津波で流されずに残った家には保証しますが、流されたうちには保証しないと

いっています 」津波に流されたんだから、住めないのは放射能のせいではなく、保証の。

必要はない、とでもいいたいのか。私が見たのは、そこに村があり家々が並んでいたとは

思えない、草だらけの原っぱだった。瓦礫がところどころ、ただ集められていた。以前は
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見えなかったという海がみえていた。流れ着いた家の二階部分だけがあったり、ひっくり

返った車もあの日のまま。小さな村で多くの方が亡くなったそうだ。人々のショックと悲

しみは如何ばかりだったろう。そのさなか、原発事故の放射能のせいで、避難させられた

のだ。原発事故という人災が、さらに取り返しのつかないほどの打撃を津波の被災者にあ

たえた。悲しみが癒えるどころか、悲しみの事実が信じられない時だったにちがいない。

、 。 、亡くなった家族を悼むにも 家の跡地にも行けない 地震後の新しい一歩を踏み出すにも

東電の原発事故がそれをさせず、邪魔し続けている。申し訳ないという思いはないのだろ

うか。

希望の牧場。マイクロバスが牧場に近づくにつれて放射能の線量は次第に上がっていっ

た。正直言ってちょっと怖いと思った。でもここを離れず住んでいる人がいるんだ。しっ

かり話を聞いて帰ろうと思った。インターネットやユーチューブを通して希望の牧場につ

いて少しは知ってはいた。線量の高さはスピーディーでわかっているのに避難指示すらさ

れなかった浪江町。第一原発の立地地元ではないところには、どこからも連絡が来ない中

、 「 。 。 。」で 自衛隊員から ここは線量が高い 政府は情報を隠している 避難したほうがいい

と言われたそうだ。吉澤さんの話の中で‘棄民’と言われた言葉がわすれられない。

悲しみと怒りの象徴、希望の牧場。

仮設住宅や飯舘村を訪ねたときにも、話を聞いているうちに、何度も吉澤さんのその言

葉「棄民」が思い出された。

仮設住宅で世話人をされている方からお話を聞いた。

避難後の不安定な仮住まい。そのさなか、亡くなっていく方が増えているそうだ。ご自

身も最近おつれあいを亡くされたと言う。亡くなる本人も、その家族も、原発事故に翻弄

されての不本意な別れは、他人には想像できないつらさだろう。

不条理に対するぶつけきれない怒りやくやしさ、続く日常の生活の困難。

その他方で、復興は進んでいるんだとアピールし宣伝するためだけの復興事業 （漁具。

を入れる倉庫はなぜか立派ななまこ壁 ）。

計画された除染は遅々として進まず、除染範囲は狭められ、放射能の濃度が高いままで

も帰還を無理して進める動き。

「年間 ミリシーベルトで住んでいいよ。一部の専門家は放射能と病気の因果関係は20
ないって言ってるし 」というのは 「あなたたちのことはどうでもいいのよ 」という意。 、 。

味か。くるくる変わる放射能の安全基準によって、避難しようとする人と避難しない（で

きない？）人の間に生まれる軋轢。補償金を通しての人々の分断。

津波被災者のことも原発事故被害者のことも、大事にされていない。

原発事故は収束していなくても、収束宣言すれば収束。

汚染水はコントロールされてなくても、アンダーコントロール。

復興はそろそろできたことにして被災地の人々を励ますふりだけし、福島を忘れて東京

オリンピックへ。そしてまっしぐらに原発再稼働。

こんなことを決して許してはならないと思う。

生業訴訟団のかたと、漁業者の女性たち、一緒に行った方々との交流会は楽しく有意義

だった。私にとってはっきりと顔が見えるようになった福島。福島を忘れない。

原発のない社会をつくろう。
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